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出典：鳥羽市ホームページ 

 
（２）事業者と地域産業との生ごみ堆肥化ネットワークの構築 
   旅館等事業者が排出する生ごみを原材料として製造した農作物の肥料や養

殖魚の飼料などを地域の農水産業において活用し、できた作物等を旅館等へ還

元する循環型のネットワークを構築します。  
 《取組事例》 

 ◆事業系食品廃棄物の再資源化システム 
【取組主体】鳥羽市 

  【概要】 鳥羽市では、事業所から排出される生ごみの資源化及び減量化をはかるため、

事業者が購入する生ごみ処理機に対して補助金を交付しています。対象者は、次のと

おりです。 
   〔補助対象者〕        
    (１)市内に事業所を有する事業者であること 
    (２)１日２０ｋｇ以上の生ごみ処理機を設置するもの 
    (３)個人にあっては、市内に住所を有しているもの 
    (４)市税を滞納していないもの 
   〔助成額〕 
    機器本体の購入費の２/３(上限２００万円) 
 
    平成２０年度には、市内の旅館である戸田家、サン浦島・悠季の里が補助を受けて、

旅館から排出される生ごみの堆肥化と有機循環の構築に取り組んでいます。 
 

 
（３）家庭での生ごみ処理機の活用 
   家庭からの生ごみの乾燥などを行う生ごみ処理機を導入し、生ごみを減量す

るとともに、できた堆肥をガーデニング等に活用します。 

 

主体 役    割 
住民 地域コミュニティの創出 

事業者 
農家：生ごみを原材料とする堆肥等の積極的な利用 
ＪＡ等：生ごみを原材料とする堆肥等の利用を促進、地域にお

ける有機物循環のためのネットワークの構築を推進 
市町 生ごみ処理機購入に対する助成 
県 減量効果の情報提供 

自治会、NPO等民間団体 地域活動に伴うネットワークづくり 

主体 役    割 
住民 堆肥等でできた作物等の購入 

事業者 

旅館等：生ごみ堆肥化システムの導入・運用、ネットワークづくり 
農家等：生ごみを原材料とする堆肥・飼料等の積極的な利用、堆肥で

できた作物等の旅館等への供給 
ＪＡ、漁協等：生ごみを原材料とする堆肥・飼料等の利用を促進、地

域における有機物循環のためのネットワークの構築を推進 
市町 事業者に対する堆肥化事業立ち上げ支援 
県 事業者に対する堆肥化事業立ち上げ支援 

自治会、NPO等民間団体 情報提供などネットワークづくりへの支援 

主体 役    割 
住民 家庭用生ごみ処理機購入・活用 
事業者 環境負荷が低く高性能な生ごみ処理機の開発 
市町 家庭用生ごみ処理機のＰＲ、機器の購入に対する助成 
県 減量効果の情報提供 

自治会、NPO等民間団体 地域活動に伴うネットワークづくり 
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                                  〔カンポリサイクルプラザ〕 

当初の事業は、一定の実証試験デー

タが得られ平成１５年３月に終了しました。

その後、京都市の依頼を受け、生分解性

プラスチックのトロ箱（魚箱）と中央卸売市

場の野菜くずを使ったバイオガス回収実

験を行いました。さらに、最近では家庭系

生ごみ分別モデル実験に用いられていま

す。 

また、実用プラント第一号機として京都

府南丹市（カンポリサイクルプラザ）に処

理能力５０㌧／日のプラントを建設し、操

業中です。メタンガスを取り出して市の公

用車の燃料とするほか、発電、堆肥化に

も取り組んでいます。 
                    出典：カンポリサイクルプラザ株式会社ホームページ 
 

 

（３）生ごみバイオガス化発電等の導入の検討 
家庭や事業所から排出される生ごみのバイオガス化発電等のシステムを導

入の検討を行います。 
《取組事例１》 
◆バイオガスプラント 

【取組主体】中空知衛生施設組合（北海道） 
【概要】中空知衛生施設組合構成市町の合計人口は、約９万人（平成１９年３月）です。 
この施設組合において、家庭や事業所から出る生ごみを、週２回生ごみ専用プラ袋で 
市町がパッカー車で収集し、中空知衛生施設組合 
のバイオガス施設でバイオガス化しています。                     

施設規模は 55 ㌧/日で年間 7,500 ㌧

（平成１８年度）の生ごみを処理して、

堆肥 300 ㌧を生産しています。発酵残

さについては、堆肥化して一般向けに

販売しています。 
 
            
 
 
 
 
 
 
    
 

 ※総事業費は、メタン発酵施設だけでなく、リサイクルプラザ、中継施設等も含む事業費。 
出典：中空知衛生施設組合ホームページ 

主体 役    割 
住民 事業への協力 
事業者 実証試験事業の検討、事業への協力 
市町 実証試験事業の検討、事業への協力 
県 情報提供、技術支援等調査への協力 

自治会、NPO等民間団体 事業への協力 

［バイオガス化施設の概要］ 

 

 

    

 

   

   

  

 

 
 

  

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

  
  

  
  

 
  

  
  

     
   

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 










